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第１章　要請背景・調査概要

１－１　要請背景

タイ王国（以下、「タイ」と記す）は、1994 年に国連気候変動枠組条約（United Nations 
Framework Convention on Climate Change：UNFCCC）、2002 年に京都議定書に批准して以来、温室

効果ガス（Greenhouse Gas：GHG）排出量削減の国際的責務を負っている。また、2011 年には、

気候変動の影響とも考えられているバンコク都及びチャオプラヤ河周辺における大規模な洪水が

発生し、記録的な経済的・社会的ダメージを受け、気候変動適応策の必要性が強く認識された。

なかでも、タイの首都であるバンコク都においては、タイ国内及び東南アジア地域の中での主要

都市としての順調な経済発展により、GHG 排出量は増加傾向にある。また、上述の洪水では特

に甚大な被害を受け、緩和策・適応策の両面において、気候変動対策が重要な課題となってい

る。

バンコク首都圏庁（Bangkok Metropolitan Administration：BMA）は、GHG 排出量について、

2007 ～ 2012 年の 5 年間で、少なくとも BAU（何も対策を講じなかった場合：Business as Usual）
比で 15 ％削減することを目指し、「バンコク都気候変動対策実行計画（2007―2012 年）」（以下、

「BMA アクションプラン」と記す）を作成した。BMA アクションプラン作成時点においては、

BMA は気候変動対策にかかる十分な知見 ･ 経験を有していなかったことから、JICA は技術協力

プロジェクト ｢ バンコク都気候変動削減 ･ 適応策実施能力向上プロジェクト ｣（2009 年 6 月～

2012 年 5 月）を通じて、本邦研修受入れを中心とした BMA アクションプランの実施支援を行っ

た。同プロジェクトでは気候変動対策に分野横断的・包括的に取り組む BMA の組織能力、及

び BMA アクションプラン実施のための BMA 職員の個々の能力の強化に取り組んだ。その結果、

BAU 比 15 ％の GHG 排出量削減も含め、BMA アクションプランに定められた当初計画はおおむ

ね達成された。

他方、多岐にわたる関係機関との調整が困難であったなどの課題が挙げられ、多分野にわたる

効率的な気候変動対策を推進していくためには、BMA 内部のセクター間連携に加え、国レベル

での上位政策との整合性や BMA 外の関連機関との連携が必要とされた。BMA アクションプラ

ンの実施を通して得られた上記の教訓や前述の洪水被害による適応へのニーズの高まりを踏ま

え、BMA はより包括的な気候変動対策長期計画として「バンコク都気候変動対策マスタープラ

ン 2013―2023 年」（以下、「BMA マスタープラン」と記す）を策定することを計画し、JICA は技

術協力プロジェクト「バンコク都気候変動マスタープラン（2013―2023 年）作成・実施能力向上

プロジェクト」（2013 年 3 月～ 2015 年 9 月）（以下、「先行フェーズ」と記す）を通じて、BMA
マスタープランの策定と、その実施のための人材育成を支援した。同プロジェクトでは、BMA
マスタープラン作成のための、BMA 外の関係機関を巻き込んだ実施体制の整備や、国レベルに

おける政策との整合性をもった計画の作成が行われ、同マスタープランが完成し、承認された。

BMA マスタープランには、2013 年から 2020 年の間で BAU 比 13.57 ％の GHG 排出量削減目標

が定められ、運輸交通、エネルギー、廃棄物・排水処理、都市緑化、適応策の 5 分野において、

目標達成に向けた取り組みが示された。また、BMA 職員を含めた同プロジェクトのカウンター

パート（Counterpart：C/P）は、データ収集、GHG 排出測定、GHG 排出量削減対策の測定・報告・

検証（Measurement, Report and Verification：MRV）手法等、気候変動の基礎的知識・技術を理解す

るレベルに達し、BMA マスタープラン作成のための能力及び実施に向けた基礎的能力が向上し
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た。

BMA マスタープランの本格的実施にあたっては、関係部署や関係機関との調整がより重要に

なってくることから、BMA はマスタープラン実施の事務局機能を担う「気候変動対策課（Climate
Change Strategy Sub-division）（仮称）」を環境局内に新設する予定であり、更なる体制強化の必

要性を認識している。また、BMA マスタープランのもとで実施される具体的な取り組みについ

ての計画・実施能力強化が必要であり、それらの取り組みを行うなかで、モニタリング・評価

（Monitoring and Evaluation：M&E）や MRV を行う必要性も更に高まっている。そうした背景のも

と、本プロジェクトは BMA マスタープランの実施能力強化のためのプロジェクトとしてタイ政

府より要請を受けた。

１－２　調査の目的

本プロジェクトにかかるタイ側の実施体制等を確認し、現地調査及び資料収集を行い、本プロ

ジェクトの方針及び協力内容を協議・検討する。また、協議結果について協議議事録（Minutes
of Meeting：M/M）の署名・交換を通じ、タイ側と合意する。

１－３　調査団構成

調査団構成は以下のとおり。

氏名 分野 所属 派遣期間

川西　正人 総括 JICA 国際協力専門員 2016 年 7 月 3 日～ 7 月 9 日

黒水　公博 環境政策
横浜市　温暖化対策統括本部

副本部長
2016 年 7 月 3 ～ 7 月 9 日

古川　真理子 協力企画
JICA 地球環境部環境管理第一チー

ム
2016 年 6 月 29 日～ 7 月 9 日

寺尾　豊光 評価分析
水産エンジニアリング株式会社

主査
2016 年 6 月 21 日～ 7 月 9 日

１－４　調査日程

現地調査は 2016 年 6 月 21 日から 7 月 9 日までの期間で実施された。

調査日程の概要は以下のとおり。

日付・曜日 活動

6 月 21 日 火 寺尾団員 バンコク到着

6 月 22 日 水
JICA タイ事務所打合せ

BMA 環境局聞き取り調査

6 月 23 日 木
運輸交通政策局（OTP）聞き取り調査

運輸交通タスクフォース（TF）聞き取り調査

6 月 24 日 金
天然資源・環境政策計画局（ONEP）聞き取り

エネルギー TF 聞き取り調査

6 月 25 日 土 資料整理
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6 月 26 日 日 資料整理

6 月 27 日 月
代替エネルギー・エネルギー効率局（DEDE）聞き取り調査

タイ国家温室効果ガス管理機構（TGO）聞き取り調査

6 月 28 日 火 廃棄物・排水処理 TF 聞き取り調査

6 月 29 日 水

都市緑化 TF 聞き取り調査

適応策 TF 聞き取り調査

古川団員　バンコク到着

6 月 30 日 木
団内協議

資料整理

7 月 1 日 金 BMA 環境局との M/M 協議

7 月 2 日 土 資料整理

7 月 3 日 日
川西団長、黒水団員　バンコク到着

団内協議

7 月 4 日 月
JICA タイ事務所打ち合わせ

BMA 環境局との M/M 協議

7 月 5 日 火 バンスー環境教育保護センター視察

7 月 6 日 水

団内協議

M/M 修正、BMA による確認

資料整理

7 月 7 日 木

海岸浸食現場視察

M/M 最終化

JICA タイ事務所報告

7 月 8 日 金
日本大使館報告

寺尾団員　帰国

7 月 9 日 土 官団員　帰国

１－５　協議結果概要

（１）協力概要の合意

先方との協議の結果、第 3 章に後述するとおりの協力概要について合意した。関係者への

聞き取り調査及び先方との協議のなかで、タイ側の発案に基づいて追加した活動は以下のと

おり。

・　活動 1-5：「活動 1-3 及び活動 1-4 以外に重要な課題が明確化された場合、これに取り組

む。」

BMA マスタープラン実施のための制度的取り決めについては、法的枠組みや業務の

手続き・工程の改善以外にも、タスクフォース・メンバーの構成の改善等、他にも課

題が存在する可能性が確認された。活動 1-2 では BMA マスタープランの実施のための

制度的枠組みにかかる課題を明らかにするが、そのうえで活動 1-3 で示される法的枠組
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みの改善、活動 1-4 で示される業務の手続き・工程の改善以外で必要な取り組みが明ら

かになった場合、活動 1-5 において対応することとした。

・　活動 1-7：「BMA により、マスタープランの下にある事業または活動が可能な限り多く

承認され、必要な予算と重要業績評価指標（Key Performance Indicators：KPI）が付与さ

れる。」

BMA マスタープランの着実な実施のためには、各事業に必要な予算・人員が確保さ

れる必要があり、そのためには各事業に対して KPI が導入されることが重要であると

の先方の認識が確認された。

マスタープランにより実施を目されている事業は、“Measure”レベルのもので 170 件

余ある。これらには、国や BMA の運輸交通事業や都市整備計画事業等の一部であるな

ど、BMA 関係局の所掌業務の一つとしてもともと存在している事業も含まれている。

このような既存の事業を除くほかのものについて、長期・短期の工程に沿って、実施

に向け前進させるためには、まずは予算と KPI を備える必要がある。特定の事業が予

算と KPI を備えるためには知事の承認が必要であるが、2016 年 7 月現在マスタープラ

ンにより新たに提案された事業についての承認は一括であれ個別であれ、まだ得られ

ていない。これが活動 1-7 の実施が必要な理由である。

なお、ここにいう KPI とは事業ごとに定められる評価指標である。指標の内容は、担

当部局更には職員レベルの考課指標にも援用されている。タイにおいて、地方自治体

だけではなく、広く国レベルの事業に KPI は適用されている 。

・　活動 3-4：「BMA マスタープランとその活動のための M&E 及び MRV 手法が検討され、

手順・ガイドラインが開発され、実証される。」

M&E 及び MRV 手法については、知見の共有や実施支援のみならず、担当者が変わっ

た際にも技術移転した手法が正確に引き継がれ持続的に実施されるように、ガイドラ

インとして形に残すこととした。

（２）BMA マスタープラン実施体制

先行フェーズにおいて、BMA マスタープラン作成のためのタスクフォース（Task Force：
TF）、ワーキンググループ（Working Group：WG）、ステアリングコミッティ（Steering 
Committee：SC）等が設置され、国レベルの関連組織との連携や分野横断的な体制が構築さ

れた。他方、上記はプラン作成のなかで確立した体制であることから、実施段階においては

既存の体制を活かしつつも、必要に応じその見直しを行う必要がある。先行フェーズにおい

ては、WG は主に部（Division）の長（Director）で構成され、TF は部の実務者レベルの職員

で構成されていた。そのため、異なった部の実務レベルの職員で構成される TF 内では、部

横断的な意思決定が困難であった。したがって、今後は WG メンバーを TF に組み入れるべ

き、という意見も一部の C/P から確認された。

また、環境局は大気汚染騒音管理部（Air Quality and Noise Management Division）の下に気

候変動対策課を設置する計画である。気候変動対策課が設置された場合、大気汚染騒音管

理部は大気汚染・騒音・気候変動管理部（Management of Air Quality, Noise, and Climate Change 
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Division）（仮称）となる予定であり、同部の組織は次の図のとおり。気候変動対策課は、こ

れまで BMA になかった気候変動対策の専任部署となるもので、BMA マスタープラン実施

における事務局機能は同課が担う計画である。職員数は数名程度を予定し、人事部の承認を

待ち、2016 年中の設置が見込まれている。新設された場合、BMA マスタープラン実施にか

かる全体の進捗把握や調整能力、業務の手続きや工程等、本プロジェクトを通じて事務局と

しての機能を強化する必要がある。調査時点での気候変動対策課の業務内容は大きく分けて

二つあり、「気候変動緩和・適応策」「再生エネルギーと省エネの推進」である。詳細は付属

資料 4 のとおり。

 

 

 

 

 

 

Administration 

Section 
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Sub-Division 

Air Quality and

Noise Monitoring 
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図　Management of Air Quality, Noise, and Climate Change Division 組織図

（３）日本側投入と成果ごとの体制

日本側の人的投入としては、コンサルタントや横浜市職員などからの、長期及び短期派

遣の専門家による支援を行う。全体のマネジメントを行う総括に加え、BMA マスタープラ

ンを構成する 5 分野（運輸交通、エネルギー、廃棄物・排水処理、適応策）の専門家を投入

する。成果 1 については、法的枠組みを含めた制度的取り決めにかかる専門性をもつ現地リ

ソースの活用をしながら実施することを想定している。成果 2 については、優先プロジェク

ト実施に対する横浜市からのインプットが期待される。成果 3 については主にコンサルタン

トの支援による実施を想定している。また、横浜市や現地リソースなど、関係者が多岐にわ

たるため、全体の調整を行う専門家の投入も必要である。

なお、横浜市は、先行フェーズにおいて BMA への調査団派遣及び BMA からの研修受入

れなどにより、気候変動対策にかかる知見の共有を中心とした協力の実績がある。本プロ

ジェクトにおける横浜市の派遣形態については、長期専門家、短期専門家、調査団派遣等の

可能性があるが、横浜市との検討を通じ決定する。

（４）優先プロジェクトの選定

付属資料 1. M/M の特記事項として記載のとおり、2014 年に先方より提出された要請書及

び本調査の聞き取り調査結果から、支援すべき事業となる優先プロジェクトとして、現時点

でのアイデア及びニーズが確認された。また、セクターごとの主な事業の進捗状況について

は、収集資料として入手した。成果 2 においては、本プロジェクトの協力のもとで、優先プ
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ロジェクトの選定プロセスの検討を含めた選定段階から、計画または実施にかけて協力し、

能力強化を行う。

１－６　団長所感

横浜市のご協力のもと、BMA との間で詳細計画にかかる合意を得た。先行フェーズではマス

タープランの策定支援を行ったが、新たなフェーズではその実施促進と、具体的な成果の発現に

焦点が移る。この関係から、成果 2（事業実施能力の強化）にかかる活動が重要となるが、支援

の対象となる事業については M/M 署名の段階では特定せず、選定プロセス自体を本協力の支援

対象とすることとし、右の点につき双方合意した。本協力開始後の対象事業選定にあたっては選

定基準にかかる議論も含め、我が国の強みを活かした協力を念頭におきつつ、先方の事情や意向

も踏まえた対応が望まれる。

本協力では、長期専門家の派遣を通じ、現地ニーズへの柔軟かつきめ細かな対応を図る一方、

成果 1（組織体制の強化）に関する活動では、横浜市による知見の共有やローカル人材の活用、

成果 2（事業実施能力の強化）では横浜市の支援、成果 3（モニタリング評価にかかる能力強化）

では業務委託を通じた支援など、異なる投入の組み合わせが想定されるが、これらが相互に有機

的に関わり合うよう図っていくことが重要である。さらに、本案件と関係するほかの ODA（政

府開発援助）及び民間事業との効果的な連携が望まれる。

なお、本案件のプロジェクト・ディレクターで、先行フェーズから一貫して中心的な役割を

担ってきた BMA 環境局長のスワンナ氏が、2 年後に定年退職とのことから、その後の新たな体

制においても円滑な案件実施を図るため、より一層の組織能力強化が求められる。
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第２章　プロジェクトの基本方針

２－１　タイにおける気候変動政策

タイ政府は UNFCCC を 1994 年に、京都議定書を 2002 年に批准している。第二次国別報告

書（Second National Communication：SNC）に含まれる国別 GHG 排出目録（GHG インベントリ）

によれば、国家の総排出量のうち、エネルギー産業による化石燃料燃焼を起源とする排出量が

56％を占めており、続いて農業（34％）、工業プロセス（7％）、燃料からの随伴ガス（1％）となっ

ている。UNFCCC 上、非附属書 I 国であるため、同国政府はこれまで京都議定書のクリーン開発

メカニズム（Clean Development Mechanism：CDM）を通じて、排出削減に取り組んできた。また、

2015 年には開発途上国による適切な緩和行動（Nationally Appropriate Mitigation Actions：NAMAs）
が策定され、2015 年 12 月に開催された気候変動枠組条約第 21 回締約国会議（Conference of the 
Parties：COP 21）において締結されたパリ協定では、タイは 2021 年から 2030 年の間で GHG 排

出量を BAU 比で 20 ％削減を目指して取り組みを進めることとしている。

また、タイ政府は第 7 次国家経済社会開発計画（1992 ～ 1996 年度）以降、経済・社会開発と

資源・環境保全が調和した「持続可能な開発」を重視しており、第 11 次経済社会開発計画（2012
～ 2016 年度）では 6 つの開発重点分野の 1 つである「天然資源の管理及び持続可能な環境への

戦略」において、低炭素で気候変動にレジリエント（強靭）な社会構築の重要性を記載している。

後続の第 12 次経済社会開発計画（2017 ～ 2021 年度）についても、同様の方針が継続される見

込みである。気候変動分野の国全体の計画としては、2015 年にタイ「気候変動長期マスタープ

ラン（2012-2050）」が策定された。

ま た、2007 年 に タ イ 国 家 温 室 効 果 ガ ス 管 理 機 構（Thailand Greenhouse Gas Management 
Organization：TGO）が設立され、関連機関による気候変動対策が積極的に進められている。政府

は省庁横断的な政策対応を目的として、2008 年 1 月に「気候変動対応国家戦略 2008-2011」を策

定し、包括的・網羅的なデータ分析に基づく重点課題の抽出と対応のための 6 つの戦略（気候変

動の影響に対応しリスクを低減するための能力づくり、GHG 排出量の削減と炭素吸収源の総合

的開発の支援、気候変動の理解を促進する開発と研究の支援、気候変動による問題解決のための

啓発活動、気候変動業務に関係する個人と組織の能力向上、及び気候変動に関する国際協力）を

定めている。

２－２　バンコク都における気候変動政策

BMA は 2007 年に 35 の関連機関と協力して地球温暖化問題解決のための宣言を共同採択し、

気候変動対策に関して積極的な取り組みを展開してきた。

前述のとおり、BMA アクションプランを作成し、①公共交通機関の開発及び交通システム改

善のための対策、②代替燃料使用奨励のための対策、③建物内の電力使用改善のための対策、④

廃棄物及び汚水処理のための対策、⑤緑化対策の 5 つの分野で対策を立案・実行を進め、その後

先行フェーズの協力を受けながら BMA マスタープランを策定した。現在は、BMA マスタープ

ランに沿って、気候変動対策を実行していく段階にある。

２－３　他ドナーの協力活動

近年の気候変動分野における BMA 支援の一つとして、フランス開発庁（Agence Française de 
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Développement：AFD）による「ビル・家屋のエネルギー効率化」のための直接貸付が予定され

ていた。その後、2009 年 12 月に BMA と AFD の間に気候変動協力にかかる合意書（Memorandum
of Understanding：MOU）が署名されているが、最近の本件の進展情報は確認されていない。世

界銀行は気候変動のインパクトと適応にかかるテーマでバンコク首都圏の調査研究を行い、2009
年に最終報告書“Climate change impact and adaptation study for Bangkok metropolitan region”を作成

している。国連環境計画（United Nations Environment Programme：UNEP）は BMA との共同研究

で気候変動評価にかかる調査を行い、“Bangkok Assessment Report on Climate Change 2009”を作成

した。OECD は各国の都市に対して一連の調査結果に基づき政策提言を行い、都市緑化対策へ

のアプローチを与える目的で“Green City Program”を実施中で、その一環としてバンコク都の

調査結果報告書“Green Growth Studies Green Growth in Bangkok, Thailand”を 2015 年に有償出版し

ている。この調査は、バンコク都周辺の五つの県（province）を含むバンコク首都圏（Bangkok
Metropolitan Region： BMR）を対象としている。なお、バンコク都の面積は 1,600 平方キロである

のに対し、BMR の面積は 7,800 平方キロである。

２－４　プロジェクトの基本方針

今次詳細計画策定調査の結果、「バンコク都気候変動マスタープラン 2013―2023 実施能力強化

プロジェクト」における協力の基本的な方針は以下のとおりである。

（１）実施期間

プロジェクト実施期間は 5 年間とする。

（２）プロジェクトにおける取り組み事項と取り組みの流れ

本プロジェクトでは、BMA マスタープランの円滑で効果的な実施を促進するために、制

度的取り決め、事業の計画・実施能力、及び M&E 能力を強化する（詳細は付属資料 1 の

PDM を参照）。それぞれについて、全体を通じた現地でのセミナー・研修開催や本邦研修の

実施により、我が国の知見の共有を行う。

それとともに、制度的取り決めについては、まずは関連する法的枠組み、組織的取り決

め、業務にかかる手続きや工程等についての現状を把握し、局横断的な取り組みとマスター

プランの円滑な実施のための、改善すべき課題を明確にする。法的枠組みについては、ロー

カルコンサルタントの協力を得て、既存の関連する法的文書についてまとめ、必要な改定や

新規の法的文書作成について検討のうえ実施する。業務工程や手続きについては、局横断的

な事業の実施手続きを取り決め、それが気候変動対策課の事務局が中心になって実施される

よう能力強化を行う。また、先行フェーズの協力を通じて設置された WG、TF、SC により

構成されるマスタープランの実施体制については、前述のとおり、WG メンバーをそれぞれ

のセクターに従って TF に組み入れるというアイデアを先方より得ているが、既存の体制を

活かしつつ、更に改善していく。また、必要な予算の KPI の付与や、その他現状把握の過

程で明らかになった課題に対しても、必要に応じて BMA の取り組みを支援する。

事業の計画・実施については、プロジェクトを通じて支援する事業を選定する段階から活

動に含める。プロジェクト初期の数か月間で、選定基準・プロセスの検討を行い、実際に選

定する。その後、選定した事業の計画・実施を支援する。上記を通じて得られた教訓につい
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ては、プロジェクトの後半で広く共有する活動を行う。

M&E についても知見の共有を行うが、特に MRV については研修コースを設置して実施

する。また、M&E と MRV の実施支援を行うなかでは、持続的に活用される目的でガイド

ラインを作成する。2018 年にはマスタープランに定められているとおり、総合レビューを

行うためその際の M&E の結果を含めた報告書作成を支援する。プロジェクト終了後の 2023
年の実施予定の最終レビューについては、BMA が独自に実施する必要があるため、それを

見据えた適切な技術移転による能力強化を行う。

２－５　プロジェクトの実施体制

「２－４」の基本方針を踏まえ、プロジェクトを実施するため、図に示す体制を整えることと

する。

ただし、先行フェーズで構築された SC、WG、TF により構成されるマスタープラン作成・実

施体制については、現状の体制を活かしつつ実施フェーズに適した形に改善する。

（１）SC
BMA マスタープランの策定にかかる意思決定を行う単位として、BMA 関係部局の局次

長、部長などのほか、政府関係機関の部長レベルが参画し、全体的な政策にかかる方針の決

定や、マスタープランの承認を行うことが主な機能であった。実施段階においても、方針の

決定や実施状況にかかる報告を受けたうえでの意思決定、制度的取り決めの改善において必

要な知事レベルへの働きかけなどの役割が期待される。

（２）WG
BMA マスタープラン策定の際には、5 分野における技術的な検討を横断的にレビューし、

全体の整合性を図り、各 TF の作業進捗の管理を行う役割を果たした。WG には、政府関係

省庁の実務レベルの職員も参加し、国が関係する緩和・適応策や、MRV のアプローチにつ

いてのコメントも集約する場となった。

（３）TF
5 つの分野ごとに設置され、BMA マスタープラン策定においては、それぞれの分野のな

かで実施する施策について、具体的な検討が行われた。各 TF は、BMA 内の 2 つ以上の関

連部局から実務レベル担当者が参画し、BAU 排出量や緩和目標の設定、施策の策定、進捗

確認や MRV にかかる方法論の整理、アウトリーチ活動の実施などを行ってきた。

（４）事務局

BMA マスタープランの事務局は BMA 環境局が担当している。策定段階では、各 TF への

連絡調整や、SC、WG での検討議題の設定等の作業を行った。気候変動対策課新設後は同課

が事務局を担当予定であり、実施段階では更なる能力強化が必要となる。

（５）日本側投入

日本人専門家（コンサルタントを含む）については、上記（1）～（4）を含めた全体に対
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して、技術移転を実施する。また、制度的枠組み等については、ローカルコンサルタントを

活用し、連携をとりながら支援を行う。

 
図　プロジェクト実施の体制図
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第３章　協力概要

３－１　プロジェクト目標・指標

プロジェクト

目標
バンコク都気候変動マスタープラン 2013-2023 の実施が促進される。

達成指標

1.  BMA において、気候変動に対する局横断的な事業の承認メカニズムが設け

られる。

2. マスタープランの実施・評価のために局横断的なリソースが利用可能とな

る。

3. マスタープランの実施・評価のために組織内部／組織間の協力及び実施の

体制が設けられる。

３－２　上位目標・指標

上位目標 バンコク都の低炭素で気候変動にレジリエントな都市への移行が促進される。

達成指標

1. マスタープラン実施のために BMA の責任各局により十分な予算配賦と人

員配置が行われる。

2. マスタープランに対する 2023 年時点のレビューにおいて、緩和・適応策の

前向きな効果が認められる。

３－３　成果と指標・活動

３－３－１　成果 1

成果 1
バンコク都気候変動マスタープラン 2013-2023 の効果的で円滑な実施のための

制度的体制が強化される。

達成指標

1-1. プロジェクト第一年次末までに既存の制度的取り決めについての評価報

告書が作成される。

1-2. 局横断的な事業の実施手続きが文書化される。

1-3. 局横断的な事業実施のための制度的及び組織的取り決めが文書化される。

＜成果 1 の活動＞

1-1. 研修やセミナーを通じて、気候変動政策の制度的取り決めに関する知見を共有する。

1-2. 制度的取り決めに関して、マスタープランの実施のために取り組むべき課題を明確化す

る。

1-3. 既存の関連する法的文書の明確化や、必要に応じた既存の法的文書の改訂案や新たな法的

文書の作成等、マスタープラン実施のための法的枠組みを強化する。

1-4. マスタープラン実施のための業務に係る手続きや工程について強化する。

1-5. 活動 1-3 及び 1-4 以外に重要な課題が明確化された場合、これに取り組む。

1-6. 関連する組織（SC、WG、タスクフォース、事務局、及び Climate Change Strategy Sub-
division（設立された場合））が、マスタープランの実施のために必要な支援を提供できる

ようにする。

1-7.  BMA により、マスタープランの下にある事業または活動が可能な限り多く承認され、必
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要な予算と KPI が付与される。

３－３－２　成果 2

成果 2
バンコク都気候変動マスタープラン 2013-2023 のもとにある特定のプロジェク

トについての計画・実施能力が強化される。

達成指標

2-1. いくつかの優先プロジェクトにおいて、低炭素な技術や活動が適用され

る。

2-2.  BMA の経済開発の計画作成において、気候変動リスクのスクリーニング

手段が導入される。

2-3. 優先プロジェクト実施過程で、十分な予算、人員、備品、機材が配置される。

＜成果 2 の活動＞

2-1. 研修やセミナーを通じて、適応・緩和の活動の計画・実施に関する知見の共有を行う（5
分野全体を網羅）。

2-2. マスタープランの下で実施される、選定された優先プロジェクトが計画・実施される。（本

事業で支援する活動は、事業開始後に選定される。）

2-3. 上記の優先プロジェクトの実施により得られた教訓を取りまとめ、広く共有する。

３－３－３　成果 3

成果 3
バンコク都気候変動マスタープラン 2013-2023 の進捗のモニタリング及び評価

能力が強化される。

達成指標

3-1. 十分な人数の関係各局の職員が研修コースを修了する。

3-2. 研修コースが十分な件数開催される。

3-3. 研修コースの評価報告書が作成される。

3-4. マスタープランと大きく関連する NAMAs の分野及びこれに付随する

MRV が文書化される。

3-5. 2018 年に総合レビュー報告書が発行される。

＜成果 3 の活動＞

3-1.  MRV の研修コースが設けられ関係セクターに対し開催される。コース開催に際して、講

師による受講生の成績評価及び受講生によるコース評価が実施される。

3-2. 研修やセミナーを実施し、気候変動政策実施の M&E に関する知見が共有される。

3-3.  BMA によりマスタープラン進捗の M&E が、特に 2018 年に予定されている総合レビュー

（Comprehensive Review）のために実施される。

3-4. マスタープランとその事業の M&E 及び MRV の手法が検討され、地方自治体としての

BMA のための手順及びガイドラインが開発され、実証される。

3-5. 上記の総合レビュー（Comprehensive Review）の結果を、関連する利害関係者及び一般市

民に広報する。
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３－４　外部要因・前提条件

前提条件
・　「バンコク都気候変動マスタープラン策定・実施能力向上プロジェクト

（2012-2015）」（2013 年 3 月～ 2015 年 9 月）の成果を活用できる。

外部条件

・　国家レベルの気候変動政策が大きく変更されない。

・　関係省庁による BMA への協力が継続する。

・　プロジェクトにより技術移転を受けた C/P 要員の大多数が現職に留まる。
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第４章　プロジェクトの評価

４－１　妥当性

「高い」

（１）政策・開発ニーズとの整合性

2014 年 11 月の国家気候変動委員会において NAMAs が承認され、同年 12 月の閣議決

定を経て UNFCCC に通報された。また、2015 年 10 月には国別目標案（Intended Nationally 
Determined Contributions：INDCs）が発出された。NAMAs や INDCs にみられる気候変動対策

の実施に向け、セクター別には以下のような政策が策定・実施されている。

・　Climate Change Master Plan（2015-2050）
・　Thailand Smart Grid Development Master Plan（2015-2036）
・　Energy Efficiency Plan（2015-2036）
・　Alternative Energy Development Plan（2015-2036）
・　Environmentally Sustainable Transport System Plan（2013-2030）
・　National Industrial Development Master Plan（2012-2031）

このようにタイ政府は気候変動対策の実施促進に努力を傾注している。本プロジェクトが

対象とする BMA マスタープランは地方行政レベルにおいてこれら国家政策の実施を促進す

る内容をもつ。

（２）実施機関とプロジェクトアプローチの適切性

先行フェーズに引き続き本プロジェクトでも BMA 環境局を主な実施機関として協力の準

備が進められてきた。バンコク都の気候変動対策の計画立案と実施を進めてきた環境局は、

マスタープラン作成においても中心的な役割を果たした。マスタープランの実施を支援する

本プロジェクトでも同様な役割が期待できる。また、環境局の大気汚染騒音管理部の一部署

として、2016 年中を目途に、気候変動対策課の設置が予定されている。部局にまたがる対

策事業を実施して行くうえで、環境局は従前の経験を活かし部局間の調整の役割を果たすと

期待される。

（３）日本による支援の妥当性

2015 年 4 月現在の対タイ王国事業展開計画には、環境・気候変動対策プログラムが含ま

れている。このプログラムは、「気候変動対策については、政策・制度面及び実施能力強化

の支援を行うとともに、タイでの取り組み成果を周辺国に発信する協力を行う」ことが目的

とされている。このプログラムのもとで多数の技協・有償案件が実施されており、本プロ

ジェクトはその一つに含まれることとなる。本プロジェクトの基本計画は環境・気候変動対

策プログラムの目的によく合致する。

４－２　有効性

「高いと見込まれる」

本プロジェクトでは、成果 1 に含まれる活動の実施を通じて、関係部局の間において組織横断
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的な「制度的取り決め」（institutional arrangement）を設けることにより、部局横断的な事業の承

認にかかる手続きも明確な形を取り、また多くのマスタープランの事業が正式に業務化されるこ

とで C/P によるプロジェクト活動の従事あるいはセミナー等の参加が本来業務化してくことが見

込まれる。それにより、プロジェクト目標の達成は大きく前進するといえる。

４－３　効率性

「高いと見込まれる」

2016 年中に設置が見込まれる気候変動対策課は、BMA にはこれまでなかった気候変動対策の

専任部署となる。このような活動主体が稼働を開始することにより、当面はプロジェクトの効率

性が一段と高まることが見込まれる。

４－４　インパクト

「高いと見込まれる」

気候変動政策実施の結果として低炭素化社会に移行することが可能となれば、バンコク都のよ

うな人口稠密地域では GHG 排出量の低減に伴う環境改善効果は大きなものとなることが期待で

きる。また、BMA マスタープランは、地方自治体のイニシアチブを示すものとして、また政策

実施体制の構築など地方行政レベルの先行事例を与えるものとして、今後の気候変動政策の全国

的な整備と実施に大きな影響を与えることが期待できる。本プロジェクトの実施を通じて蓄積さ

れる経験と情報を活用することにより、BMA は他の地方行政機関または自治体が関連の行動計

画を作成するに際して多大な貢献を行うことが可能となり、このような BMA による政策面での

貢献は本プロジェクトが与えるインパクトの一つとして考えることができる。

４－５　持続性

「高いと見込まれる」

NAMAs や INDCs の発出にみられるようにタイ政府による気候変動対策へのコミットは既に

明確なものとなっている。また、2015 年に作成された国家版の気候変動マスタープラン（2015-
2050）では中期計画の一つに地方レベルの行動計画の整備が含まれている。このように気候変対

策にかかる政策段階の持続性は既に確保されている。

BMA 環境局大気汚染騒音管理部の下に置かれる気候変動対策課は BMA にはこれまでなかっ

た気候変動対策の専任部署となるものである。新たな活動主体が整備されることにより気候変動

対策の部局横断的な実施促進が継続的に行われる体制が整うことが見込まれる。

BMA は行政機関であることから、人事異動による TF メンバーなどの C/P 要員の交替は避けら

れないものと考える必要がある。引継ぎ時点での十分な情報共有及び関連情報の蓄積により、当初

から人事異動に備える体制を整えることにより、実施体制面の持続性を維持することができる。

今回の詳細計画策定調査により行ったインタビューを通じて、BMA の財政状態は決して良い

とはいえないと TF 関係者から何度か発言があった。現状では、BMA が新たな事業に制約なく

予算投入することは難しいと考えられるが、マスタープランの事業の相当数は、国の事業あるい

は既に予算が配賦された通常業務そのものであることに留意したい。すなわち毎年の経常的な業

務に気候変動対策を含ませることにより、気候変動対策事業の財務的持続性のレベルを高めてい

るといえる。
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調査名：タイ国「バンコク都気候変動マスタープラン2013-2023実施能力強化プロジェクト」詳細計画策定調査

番号 名   称
図書・ビデオ

地図・写真等
ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年

１ The Bangkok Master Plan on Climate Change 2013- 図書 電子ファイル BMA 2015 

２ Climate Change Master Plan and Local Authority 図書（プレゼン資料） 電子ファイル ONEP 2014/15 

３ Climate Change Master Plan（タイ語） 図書 電子ファイル ONEP 2015 

４ Current situation of the implementation_1 図書 電子ファイル BMA 2016 

５ Current situation of the implementation_2 図書 電子ファイル BMA 2016 

６ Report on Observance of Standards and Codes 図書 電子ファイル IMF 2009 

７ Organization Chart of Management of Air Quality 図書 電子ファイル DOE, BMA 2016 

８ Strategy of Climate Change Sub Division 図書 電子ファイル DOE, BMA 2016 

９ Summary Bangkok 20 Year Development Plan 図書 電子ファイル BMA and other 2013? 

１０ Thailand INDC (Oct 2015) 図書 電子ファイル ONEP 2015 

 

A
PPL

IC
AT

IO
N

 FO
R

M
 FO

R
 JA

PA
N

’S T
E

C
H

N
IC

A
L C

O
O

PE
R

AT
IO

N

1. 
D

ate of E
ntry:

D
ay  

13 
 M

onth  
A

ugust 
 Year 2014  

2.  
A

pplicant: 
The G

overnm
ent of    Thailand  

 

3.
Project Title:

Project 
for 

Strengthening 
Institutional 

C
apacity 

for
the Im

plem
entation of B

angkok M
aster Plan on C

lim
ate C

hange 2013-2023

4.
C

ontact Point ( Im
plem

enting A
gency):

D
epartm

ent of Environm
ent

,

Bangkok M
etropolitan A

dm
inistration 

 
 

 
 

 
 

A
ddress:  

C
ity H

all 2, M
itrm

aitri R
oad, D

indaeng,Bangkok, 10400, Thailand

C
ontact Person:

Siriporn Tantivanich (M
s.) 

 
 

 
 

 
Tel. N

o.:  (66) 22463041 
 

 
 

 
Fax N

o. (66)22468114  
E-M

ail:  
siribhond@

hotm
ail.com

 / jica_bm
a_secretariat@

googlegroups.com
  

5.
B

ackground of the Project

(C
urrent conditions of the sector, G

overnm
ent’s developm

ent policy for the 
sector, Issues and problem

s to be solved, Existing developm
ent activities in the 

sector, the Project’s priority in the N
ational D

evelopm
ent Plan/Public Investm

ent 
Program

, etc.) 

In Thailand, rapid econom
ic developm

ent is ongoing. Especially in B
angkok 

M
etropolitan R

egion, issues of urbanization such as traffic congestion and 
increase in

w
aste am

ount have becom
e serious. B

angkok has addressed not only 
these traditional urbanization issues, but also paid grow

ing attention to new
 issues 

such as reduction of G
reenhouse G

ases (G
H

G
s), or clim

ate change m
itigation and 

adaptation, as w
ell as disaster risk reduction (D

D
R

), and tried to tackle these 
problem

s, by establishing B
angkok’s policy to address clim

ate change. From
 

international perspectives, the significance of clim
ate change m

itigation and 
adaptation 

has 
been 

increasing, 
driven 

by 
the 

U
nited 

N
ations 

Fram
ew

ork 
C

onvention on C
lim

ate C
hange (U

N
FC

C
C

). In its C
O

P21 in 2015, a new
 

international regim
e is expected to be agreed, as the sam

e tim
e, efforts at the 

sub-national level, such as B
angkok, is recognized as an effective approach to 

address the abovem
entioned issues.    

A
s 

the 
local 

level, 
B

angkok 
M

etropolitan 
A

dm
inistration 

(BM
A

) 
is 

now
 

developing “B
angkok M

aster Plan on C
lim

ate C
hange 2013-2023”, supported by 

JIC
A

, and in collaboration w
ith Yokoham

a C
ity. Sim

ilar efforts are now
 in 

progress in other m
unicipalities,such as R

ayong (east), K
hon K

aen (northeast), 

A
pplication Form

 (Technical C
ooperation Project/

Technical C
ooperation for D

evelopm
ent Planning)

－
46

－

２
．
収
集
資
料
リ
ス
ト



APPLICATION FORM FOR JAPAN’S TECHNICAL COOPERATION

1. Date of Entry: Day  13  Month  August Year 2014 

2.  Applicant: The Government of    Thailand  

3. Project Title: Project for Strengthening Institutional Capacity for
the Implementation of Bangkok Master Plan on Climate Change 2013-2023

4. Contact Point ( Implementing Agency): Department of Environment ,

Bangkok Metropolitan Administration       

Address:  City Hall 2, Mitrmaitri Road, Dindaeng, Bangkok, 10400, Thailand

Contact Person: Siriporn Tantivanich (Ms.)     
Tel. No.:  (66) 22463041     Fax No. (66)22468114 
E-Mail:  siribhond@hotmail.com / jica_bma_secretariat@googlegroups.com 

5. Background of the Project

(Current conditions of the sector, Government’s development policy for the 
sector, Issues and problems to be solved, Existing development activities in the 
sector, the Project’s priority in the National Development Plan/Public Investment 
Program, etc.) 

In Thailand, rapid economic development is ongoing. Especially in Bangkok 
Metropolitan Region, issues of urbanization such as traffic congestion and 
increase in waste amount have become serious. Bangkok has addressed not only 
these traditional urbanization issues, but also paid growing attention to new issues 
such as reduction of Greenhouse Gases (GHGs), or climate change mitigation and 
adaptation, as well as disaster risk reduction (DDR), and tried to tackle these 
problems, by establishing Bangkok’s policy to address climate change. From 
international perspectives, the significance of climate change mitigation and 
adaptation has been increasing, driven by the United Nations Framework 
Convention on Climate Change (UNFCCC). In its COP21 in 2015, a new 
international regime is expected to be agreed, as the same time, efforts at the 
sub-national level, such as Bangkok, is recognized as an effective approach to 
address the abovementioned issues.    

As the local level, Bangkok Metropolitan Administration (BMA) is now 
developing “Bangkok Master Plan on Climate Change 2013-2023”, supported by 
JICA, and in collaboration with Yokohama City. Similar efforts are now in 
progress in other municipalities, such as Rayong (east), Khon Kaen (northeast), 

Application Form (Technical Cooperation Project/ 
Technical Cooperation for Development Planning) 

0180030A0010　018：タイ
バンコク都気候変動マスタープラン
2013-2023 実施能力強化プロジェクト
技術協力プロジェクト
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and Nakhon Si Thammarat (south), where high pace of economic development 
and growing confluence of logistics and persons are expected. Therefore, it will 
be important to address various issues through comprehensive and cross-cutting 
approaches and realize low carbon and resilient communities under the concept of 
sustainable and low carbon development. These efforts are in line with ongoing 
policy formulation at the national level, namely the draft Thailand Climate 
Change Master Plan 2012-2050. These are inter-related and inter-dependent, and 
mutually reinforcing.   

While the efforts of BMA and other local governments in elaborating a climate 
change master plan or any other environmental strategies are significant in terms 
of promoting low carbon and resilient society, there are many challenges found in 
the process of preparation. For example, the Bangkok Master Plan is designed to 
include many mitigation and adaptation activities as sub-projects at their first time, 
but BMA’s technical expertise is not necessarily sufficient to implement these 
mitigation and adaptation activities. Also, measurement, reporting, and 
verification (MRV) of mitigation and monitoring and evaluation (M&E) of 
adaptation are crucial and should be integrated in the design of the Master Plan.
Due to the lack of practical experiences of demonstrating such MRV and M&E 
cycles, difficulties are expected at the phase of operationalization. In this regard, 
capacity to carry out such activities should be strengthened for effective and 
sustainable implementation of the Master Plan.       

In Japan, existing local government efforts to address environmental issues have 
now strategically transformed into comprehensive city development and 
management efforts, which cover high level policies as well as specific individual 
projects. Such local governments are highly motivated for expanding and 
deepening their international partnership with their counterparts in other countries, 
in collaboration with international organizations, and expected to play an 
important role for contributing their know-how and transfer of technologies, with 
involvement of business and other stakeholders. In this regard, information and 
knowledge from Japanese local governments are regarded as useful resources for 
this kind of efforts. 
6. Outline of the Project 

(1) Overall Goal 
(Long-term objective)
Transition of BMA toward low carbon and climate change resilient city is 
fostered. 

 (2) Project Purpose 
(Objective expected to be achieved by the end of the project period. 

Elaborate with quantitative indicators if possible) 
The Implementation of Bangkok Master Plan on Climate Change 2013-2023 
is promoted. 

 (3) Outputs 
(Objectives to be realized by the “Project Activities” in order to achieve the 
“Project Purpose”)
1. Institutional and organizational arrangements are improved for the 
effective and smooth implementation of Bangkok Master Plan on Climate 
Change 2013-2023. 
2. Capacity for planning and implementation of prioritized mitigation and 
adaptation projects under the Master Plan is strengthened. 
3. Capacity for monitoring and evaluation (M&E) to assess the progress of 
the Master Plan is strengthened. 

 (4)  Area to be covered by the Project 
䠄In case the proposed project assumes a particular area, please enter the 
name of the target area for the project and attach a rough map to the 
documents submitted.  The attached map should be at a scale that clearly
shows the project site.）

 Bangkok Metropolitan Area and its related vicinity

 (5) Project Activities
(Specific actions (including study items if project contains study activities)
intended to produce each “Output” of the project by effective use of the 
“Input”. ) 

 Output 1:  Institutional and organizational arrangements are improved for 
the effective and smooth implementation of Bangkok Master Plan on 
Climate Change 2013-2023. 

 Activities
 National and local legal framework, such as decrees, regulations, and 

procedures, which are closely related to the implementation of the 
Master Plan, are identified. Especially, related elements are extracted 
from climate change policies and measures related to nationally 
appropriate mitigation actions (NAMAs) in a measurable, reportable, 
and verifiable (MRV) manner by the Thai government.    

 New items which should be incorporated into existing rules and 
regulations, and new rules and regulations which should be introduced 
by BMA (e.g. incentive to the private sector, and new rules and 
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 (5) Project Activities
(Specific actions (including study items if project contains study activities)
intended to produce each “Output” of the project by effective use of the 
“Input”. ) 

 Output 1:  Institutional and organizational arrangements are improved for 
the effective and smooth implementation of Bangkok Master Plan on 
Climate Change 2013-2023. 

 Activities
 National and local legal framework, such as decrees, regulations, and 

procedures, which are closely related to the implementation of the 
Master Plan, are identified. Especially, related elements are extracted 
from climate change policies and measures related to nationally 
appropriate mitigation actions (NAMAs) in a measurable, reportable, 
and verifiable (MRV) manner by the Thai government.    

 New items which should be incorporated into existing rules and 
regulations, and new rules and regulations which should be introduced 
by BMA (e.g. incentive to the private sector, and new rules and 
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standards which the private sector need to follow for saving energy 
and/or reducing wastes, and other economic and financial mechanisms)
for effective and smooth implementation of the Master Plan are 
identified and introduced. 

 Modality of work for implementing the Master Plan under the 
established institutional arrangement (Steering Committee, Working 
Group, Task Forces, and Secretariat) is developed for cross-cutting and 
comprehensive efforts.

 Output 2: Capacity for planning and implementation of prioritized 
mitigation and adaptation projects under the Master Plan is strengthened. 

 Activities
 Useful knowledge, such as energy efficiency technologies, and good 

practices by the private sector and local governments in Japan, which 
contribute to effective implementation of prioritized projects, are shared 
through training and seminars. 

 Knowledge sharing bases are established by utilizing the above efforts. 
 Awareness raising activities for promoting the implementation of the 

Master Plan and prioritized projects are planned and conducted. 
 Selected prioritized projects under the Master Plan are planned and 

implemented.  
* Details of the candidate projects under the Master Plan are explained 

in Annex I
Output 3: Capacity for monitoring and evaluation (M&E) to assess the 
progress of the Master Plan is developed. 

 Activities
 Training plans for M&E and MRV, including PDCA cycle,  for BMA 

officials, are elaborated and implemented, including demonstrating pilot 
monitoring in each sector of the Bangkok Master Plan on Climate 
Change 2013-2023 

 Capacity of BMA officials to conduct MRV (Measurement, Reporting 
and Verification) for the Bangkok Master Plan on Climate Change 
2013-2023 Project is developed.

 Methodologies for M&E and MRV for the Master Plan and its projects 
are studied, and procedures and guidelines for BMA as a local 
government are developed and demonstrated.   

 (6) Input from the Recipient Government 
(Counterpart personnel (identify the name and position of the Project 
manager), support staff, office space, running expenses, vehicles, equipment,
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 Knowledge sharing bases are established by utilizing the above efforts. 
 Awareness raising activities for promoting the implementation of the 

Master Plan and prioritized projects are planned and conducted. 
 Selected prioritized projects under the Master Plan are planned and 

implemented.  
* Details of the candidate projects under the Master Plan are explained 

in Annex I
Output 3: Capacity for monitoring and evaluation (M&E) to assess the 
progress of the Master Plan is developed. 

 Activities
 Training plans for M&E and MRV, including PDCA cycle,  for BMA 

officials, are elaborated and implemented, including demonstrating pilot 
monitoring in each sector of the Bangkok Master Plan on Climate 
Change 2013-2023 

 Capacity of BMA officials to conduct MRV (Measurement, Reporting 
and Verification) for the Bangkok Master Plan on Climate Change 
2013-2023 Project is developed.

 Methodologies for M&E and MRV for the Master Plan and its projects 
are studied, and procedures and guidelines for BMA as a local 
government are developed and demonstrated.   

 (6) Input from the Recipient Government 
(Counterpart personnel (identify the name and position of the Project 
manager), support staff, office space, running expenses, vehicles, equipment,

etc.) 

BMA will arrange an office space and assign a project manager and 
counterpart team to work with the Japanese experts in order to achieve the 
target purposes as follows:- 
Counterpart personnel/Project manager  
 Ms. Suwanna Jungrungrueng, Deputy Director General, Department of 

Environment, BMA 
 Support staff 

 Director and working level staff (approximately 6 officials) Air quality 
and Noise Management Division, Department of Environment 
 Heads and members of 5 Sectoral Task Forces from 7 BMA 

departments and subdivisions (approximately 60 officials)  
* The list of officials are attached as Annex II 

Office space 
 Will be provided as a Japanese experts working space 

(7) Input from the Japanese Government 
(Number and qualification of Japanese experts/consultants, contents of training 
(in Japan and in-country) courses, seminars and workshops, equipment, etc.) 

Japanese Experts/Consultants 
 [Overall Management] 1 chief manager and 1 sub-chief manager for overall 

control and advising for implementing the Master Plan, qualified in and 
experienced with master planning and M&E at national and local levels 

 [Transport Sector] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants 
((1)project designing, (2)data collection and analysis, (3)technology 
assessment, and (4) MRV, qualified in and experienced with climate change 
mitigation in the transport sector 

 [Energy] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants ((1)project 
designing, (2)data collection and analysis, (3)technology assessment, and (4) 
MRV, qualified in and experienced with climate change mitigation in the 
energy sector

 [Waste and wastewater] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants 
((1)project designing, (2)data collection and analysis, (3)technology 
assessment, and (4) MRV, qualified in and experienced with climate change 
mitigation in the waste and wastewater sector 

 [Green Urban Planning] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants 
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((1)project designing, (2)data collection and analysis, (3)technology 
assessment, and (4) MRV, qualified in and experienced with climate change 
mitigation in the green urban planning sector 

 [Adaptation] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants ((1)project 
designing, (2)data collection and analysis, (3)technology assessment, and (4) 
M&E, qualified in and experienced with climate change mitigation in 
adaptation to climate change 

 [Coordination and training] 
2 project coordinators, including coordination for local governments, and 2 
training planners 
 

7. Implementation Schedule 
Mo October, 2015  through  October  2020

8. Description of Implementing Agency
(Budget allocated to the Agency, Number of Staff of the Agency,
Department/division in charge of the project, etc.) 

Budget for implementing projects under the Master Plan will be planned and 
requested in the regular budget cycle of BMA on annual basis. The Number of 
staff (approximately 40) is shown in the 6.(6) above and its Annex II 

 9. Related Information 
(1) Prospects of further plans and actions/ Expected funding resources for the 
Project:  
(If implementing agency plans to take some (future) actions in connection with 
this proposed project, please describe the concrete plans/action and enter the 
funding sources for the plans and actions.) 

Budget for implementing projects under the Master Plan will be planned and 
requested in the regular budget cycle of BMA on annual basis.  

Other than this, it is also planned to apply for energy-related subsidies provided 
by the Department of Alternative Energy Development and Efficiency (DEDE), 
Ministry of Energy. Also for regular training of the staff on climate change, 
training programmes may be provided by Thailand Greenhouse Gas  
Management Organization (TGO) and Office of Environmental Policy and 
Planning (ONEP) of the Ministry of Environment and Natural Resources 
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((1)project designing, (2)data collection and analysis, (3)technology 
assessment, and (4) MRV, qualified in and experienced with climate change 
mitigation in the green urban planning sector 

 [Adaptation] 1 sub-chief manager and 4 working-level consultants ((1)project 
designing, (2)data collection and analysis, (3)technology assessment, and (4) 
M&E, qualified in and experienced with climate change mitigation in 
adaptation to climate change 

 [Coordination and training] 
2 project coordinators, including coordination for local governments, and 2 
training planners 
 

7. Implementation Schedule 
Mo October, 2015  through  October  2020 

8. Description of Implementing Agency
(Budget allocated to the Agency, Number of Staff of the Agency,
Department/division in charge of the project, etc.) 

Budget for implementing projects under the Master Plan will be planned and 
requested in the regular budget cycle of BMA on annual basis. The Number of 
staff (approximately 40) is shown in the 6.(6) above and its Annex II 

 9. Related Information 
(1) Prospects of further plans and actions/ Expected funding resources for the 
Project:  
(If implementing agency plans to take some (future) actions in connection with 
this proposed project, please describe the concrete plans/action and enter the 
funding sources for the plans and actions.) 

Budget for implementing projects under the Master Plan will be planned and 
requested in the regular budget cycle of BMA on annual basis.  

Other than this, it is also planned to apply for energy-related subsidies provided 
by the Department of Alternative Energy Development and Efficiency (DEDE), 
Ministry of Energy. Also for regular training of the staff on climate change, 
training programmes may be provided by Thailand Greenhouse Gas  
Management Organization (TGO) and Office of Environmental Policy and 
Planning (ONEP) of the Ministry of Environment and Natural Resources 

(MNRE)  

(2) Projects by other donor agencies, if any :
(Please pay particular attention to the following items: 
The present proposal emanates from the JICA Technical Cooperation Project for 
Bangkok Master Plan on Climate Change 2013-2023, and is discussed with and 
requested to JICA only. 

Green City Programme is being conducted by the Organization for Economic 
Development and Cooperation (OECD), which may be regarded on the same 
rationale for smart city development. However, the OECD work is focused on 
analysis on macro-level statistics, and not directly relevant to implementation and 
action of the Master Plan, while it may provide useful inputs of elaborating
strategies. 

Inter-city cooperation between BMA and the City of Yokohama was initiated by 
the memorandum of understanding (MOU) on technical cooperation for 
development of sustainable urban development in 2013 The cooperation promotes 
technology information sharing on energy management, public transport, waste 
and wastewater management, etc, with involvement of business, academia, and 
local communities.  

(3) Other relevant Projects (Activities in the sector by the recipient government 
and NGOs), if any:  

 JICA Chao Phraya River Basin Flood Control Project 

(4) Other relevant information(Available data, information, documents, maps, etc. 
related to the Project) 

 Data collected during the development of Bangkok Master Plan on Climate 
Change 2013-2023 are useful, while, there is a necessity to collect project 
specific data, as appropriate.  

Information and data used for drafting the Thailand Master Plan on Climate 
Change 2012-2050 are also useful. Through the cooperation with national 
governmental agencies, these are used as reference information for the 
implementation of the Bangkok Master Plan on Climate Change 2013-2023.  

10. Global Issues (Gender, Poverty, Climate change, etc.) 

－ 53 －



(Any relevant information of the project from global issues (gender, poverty, climate 
change, etc.) perspective.) 

The main objective of the proposed project is climate change, on which BMA 
endeavors to contribute to mitigation and adaptation with local efforts. 

11. Environmental and Social Considerations 

(Please fill in the attached screening format.) 

12．Beneficiaries 
(Population for which positive changes are intended directly and indirectly by 
implementing the project and gender disaggregated data, if available) 

Bangkok residents, approximately 10 million people (including on registered 
population) 

13. Security Conditions 

14. Others 

                                        Signed:                         
Title: 

On behalf of the Government of 
 Date:

Screening Format（Environmental and Social Considerations）

Question 1 Address of a project site 

In Bangkok area. 

Question 2 Outline of the project 
2-1 Does the project come under following sectors? 
Yes □No

If yes, please mark corresponding items. 
□Mining development 
□Industrial development 
□Thermal power (including geothermal power) 
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(Any relevant information of the project from global issues (gender, poverty, climate 
change, etc.) perspective.) 

The main objective of the proposed project is climate change, on which BMA 
endeavors to contribute to mitigation and adaptation with local efforts. 

11. Environmental and Social Considerations 

(Please fill in the attached screening format.) 

12．Beneficiaries 
(Population for which positive changes are intended directly and indirectly by 
implementing the project and gender disaggregated data, if available) 

Bangkok residents, approximately 10 million people (including on registered 
population) 

13. Security Conditions 

14. Others 

                                        Signed:                         
Title: 

On behalf of the Government of 
 Date:

Screening Format（Environmental and Social Considerations）

Question 1 Address of a project site 

In Bangkok area. 

Question 2 Outline of the project 
2-1 Does the project come under following sectors? 
Yes □No

If yes, please mark corresponding items. 
□Mining development 
□Industrial development 
□Thermal power (including geothermal power) 

□Hydropower, dams and reservoirs 
River/erosion control 
□Power transmission and distribution lines
Roads, railways and bridges 
□Airports
□Ports and harbors 
 Water supply, sewage and waste treatment 
 Waste management and disposal 
□Agriculture involving large-scale land-clearing or irrigation
□Forestry 
□Fishery 
□Tourism 

2-2 Does the project include the following items? 
□Yes No

If yes, please mark following items. 
□Involuntary resettlement  (scale: households, persons) 
□Groundwater pumping  (scale: m3/year)
□Land reclamation, land development and land-clearing (scale: hectors) 
□Logging  (scale: hectors) 

2-3 Did the proponent consider alternatives before request? 
□Yes: Please describe outline of the alternatives
No

2-4 Did the proponent have meetings with related stakeholders before request? 
Yes □No

If yes, please mark the corresponding stakeholders. 
Administrative body 
□Local residents 
□NGO
□Others（ ）

Question 3 
Is the project a new one or an on-going one? In case of an on-going one, have you received 
strong complaints etc. from local residents? 
□New  □On-going(there are complaints)  On-going (there are no complaints)  
□Others

Question 4 Name of laws or guidelines:
Is Environmental Impact Assessment (EIA) including Initial Environmental Examination 

－ 55 －



(IEE) required for the project according to laws or guidelines in the host country?
□Yes No

If yes, please mark corresponding items. 
□Required only IEE  (□Implemented, □on going, □planning) 
□Required both IEE and EIA   (□Implemented, □on going, □planning) 
□Required only EIA  (□Implemented, □on going, □planning) 
□Others:  

Question 5 
In case of that EIA was taken steps, was EIA approved by relevant laws in the host country? 
If yes, please mark date of approval and the competent authority. 

□Approved: without a 
supplementary condition

□Approved: with a 
supplementary condition

□Under appraisal

(Date of approval: Competent authority: )
□Not yet started an appraisal process 
□Others:(  ) 

Question 6 
If a certificate regarding the environment and society other than EIA, is required, please 
indicate the title of certificate. 
□Already certified  □Required a certificate but not yet done 
Title of the certificate :( )
Not required 
□Others

Question 7 
Are following areas located inside or around the project site? 
□Yes No   □Not identified
If yes, please mark the corresponding items. 
□ National parks, protected areas designated by the government (coast line, wetlands, 

reserved area for ethnic or indigenous people, cultural heritage) and areas being 
considered for national parks or protected areas 
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(IEE) required for the project according to laws or guidelines in the host country?
□Yes No

If yes, please mark corresponding items. 
□Required only IEE  (□Implemented, □on going, □planning) 
□Required both IEE and EIA   (□Implemented, □on going, □planning) 
□Required only EIA  (□Implemented, □on going, □planning) 
□Others:  

Question 5 
In case of that EIA was taken steps, was EIA approved by relevant laws in the host country? 
If yes, please mark date of approval and the competent authority. 

□Approved: without a 
supplementary condition

□Approved: with a 
supplementary condition

□Under appraisal

(Date of approval: Competent authority: )
□Not yet started an appraisal process 
□Others:(  ) 

Question 6 
If a certificate regarding the environment and society other than EIA, is required, please 
indicate the title of certificate. 
□Already certified  □Required a certificate but not yet done 
Title of the certificate :( )
Not required 
□Others

Question 7 
Are following areas located inside or around the project site? 
□Yes No   □Not identified
If yes, please mark the corresponding items. 
□ National parks, protected areas designated by the government (coast line, wetlands, 

reserved area for ethnic or indigenous people, cultural heritage) and areas being 
considered for national parks or protected areas 

□ Virgin forests, tropical forests 
□ Ecological important habitat areas (coral reef, mangrove wetland, tidal flats)  
□ Habitat of valuable species protected by domestic laws or international treaties 
□ Likely salts cumulus or soil erosion areas on a massive scale 
□ Remarkable desertification trend areas  
□ Archaeological, historical or cultural valuable areas 
□ Living areas of ethnic, indigenous people or nomads who have a traditional lifestyle, or 

special socially valuable area 

Question 8 
Does the project have adverse impacts on the environment and local communities? 
□Yes No □Not identified 
Reason: 

Question 9 

Please mark related environmental and social impacts, and describe their outlines.

□ Air pollution □Social institutions such as social 
infrastructure and local decision-making 
institutions

Water pollution
□ Soil pollution
Waste □Existing social infrastructures and services
□ Noise and vibration □The poor, indigenous of ethnic people
□Ground subsidence □Maldistribution of benefit and damage
□Offensive odors □Local conflict of interests
□Geographical features □Gender
□Bottom sediment □Children’s rights
□Biota and ecosystem □Cultural heritage
□Water usage □Infectious diseases such as HIV/AIDS etc.
□Accidents □Others (                         )
Global warming
□Involuntary resettlement
□㻌Local economy such as employment and    

livelihood etc.
□ Land use and utilization of local resources

Outline of related impacts: 

Impact on the above mentioned areas are basically to improve baseline situation, 
by implementing the Master Plan 
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Question 10 
Information disclosure and meetings with stakeholders

10-1 If the environmental and social considerations are required, does the proponent agree on 
information disclosure and meetings with stakeholders in accordance with JICA Guidelines 
for Environmental and Social Considerations? 
Yes □No

10-2 If no, please describe reasons below. 
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Question 10 
Information disclosure and meetings with stakeholders

10-1 If the environmental and social considerations are required, does the proponent agree on 
information disclosure and meetings with stakeholders in accordance with JICA Guidelines 
for Environmental and Social Considerations? 
Yes □No

10-2 If no, please describe reasons below. 

Strategy of Climate Change Sub-Division 

The responsibilities of the sub-division are divided into two categories as follows: 

1. Climate change mitigation and adaptation  
- Establishing the Bangkok Master Plan and Action Plan on Climate Change  
- Scoping guidelines and measures as well as conducting campaigns/ activities for 

mitigation and adaptation  
- Cooperating with relevant organizations to conduct countermeasures, activities, or 

campaigns for climate change resilient city 
- Promoting the implementation on reducing GHG emission in Bangkok area   
- Evaluation of GHG emission reduction in Bangkok area  
- Implementing capacity building projects so as to enhance the resilience of Bangkok 

and reduce climate change including its impacts  
- Collaborating with international organizations in order to increase technical 

efficiency and knowledge regarding climate change mitigation and adaptation  
- Collecting information on the implementation of climate change  
-  Providing technical documents and practical manuals for greenhouse gas reduction to 

related stakeholders including transferring the knowledge and disseminating 
information for perceiving the impacts of climate change 

- Others
2. Promoting the use of renewable energy and energy conservation   

- Studying and analyzing energy consumption data in Bangkok in order to determine 
strategic plans on conserving energy and promoting the use of renewable energy   

-  Setting up projects and activities associated with energy conservation and promotion 
of the use of renewable energy 

- Monitoring and evaluation (M&E) to assess the implementation of the plans included 
energy conservation and promotion of the use of renewable energy within their 
projects and activities       

- Promoting knowledge, constructing understanding, and disseminating information on 
how to reduce Bangkok Metropolitan Administration’s energy use    

- Providing academic counseling and recommendations for energy conservation and 
promotion of the use of renewable energy to the public 

- Cooperating with both involved national and international organizations to enhance 
energy-efficient technologies as well as strengthen capacity for related officials   

- Others  
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